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1. 2023年12月期第3四半期の連結業績（2023年1月1日～2023年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年12月期第3四半期 5,381 4.4 688 △9.3 691 △9.5 460 △11.2

2022年12月期第3四半期 5,152 23.6 759 46.4 763 46.5 518 44.9

（注）包括利益 2023年12月期第3四半期　　460百万円 （△11.1％） 2022年12月期第3四半期　　518百万円 （45.6％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年12月期第3四半期 122.43 ―

2022年12月期第3四半期 139.18 137.68

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2023年12月期第3四半期 4,924 3,977 80.8

2022年12月期 4,646 3,539 76.2

（参考）自己資本 2023年12月期第3四半期 3,977百万円 2022年12月期 3,539百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年12月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

2023年12月期 ― 0.00 ―

2023年12月期（予想） 35.00 35.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2023年12月期の連結業績予想（2023年 1月 1日～2023年12月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 7,662 14.2 939 6.6 939 5.9 629 5.9 168.79

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年12月期3Q 3,768,600 株 2022年12月期 3,727,000 株

② 期末自己株式数 2023年12月期3Q 20,389 株 2022年12月期 389 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年12月期3Q 3,761,695 株 2022年12月期3Q 3,724,829 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があり、当社は将来予測に関するいかなる
内容についても、その確実性を保証するものではありません。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資
料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報(3)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、雇用・所得環境が改善するもとで、各種政策の効果もあっ

て、緩やかな回復が続くことが期待されますが、世界的な金融引締め等が続く中、海外景気の下振れが我が国の景

気を下押しするリスクとなっており、また、物価上昇、金融資本市場の変動の影響に十分注意する必要がありま

す。

当社グループを取り巻く事業環境においては、引き続き多くの企業の法人営業活動において、標準的な営業スタ

イルとしてインサイドセールスが本格導入され、その定着や拡大を進める企業が増えています。一方で、このよう

な本格的なインサイドセールス導入に際しては、企業は依然として新規顧客へのアプローチシナリオの策定と改

善、デジタルマーケティング機能や組織との連携、インサイドセールス活動に必要なスキル向上等の課題を抱えて

おり、インサイドセールス関連サービス提供の需要も高い水準を維持しています。また、企業内で自社の価値創造

を進めるDX（※１）時代の人材戦略としてリスキリング（※２）の必要性の高まりも継続しており、企業向け研修

市場は継続的な拡大基調が続いています。

このような環境のもと、当社グループはそれぞれの事業拡大に注力した結果、当第３四半期連結累計期間の売上

高は、5,381百万円（前年同期比 4.4%増）、営業利益は688百万円（同 9.3%減）、経常利益は691百万円（同 9.5%

減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は460百万円（同 11.2%減）となりました。

※１「DX」：Digital Transformation デジタルトランスフォーメーションの略。企業がビジネス環境の激しい変

化に対応し、データとデジタル技術を活用して、顧客や社会のニーズを基に、製品やサービス、ビジネ

スモデルを変革するとともに、業務そのものや、組織、プロセス、企業文化・風土を変革し、競争上の

優位性を確立すること。

※２「リスキリング」：経済産業省が推奨する、コロナ禍による働き方の変化・デジタル時代の到来に対応した人

材育成を企業が従業員に対して行う取り組み。

（インサイドセールス事業）

当社グループのインサイドセールス事業を取り巻く環境としては、非対面の営業モデルであるインサイドセール

ス関連サービスの需要は引き続き高く、当社のアウトソーシングサービスの利用をきっかけとしたインサイドセー

ルス組織の導入や、インサイドセールスの活動領域の拡大により関連するCRM（※）システムの追加開発の需要も

高まっています。

このような環境のもと、主要サービスであるアウトソーシングサービスの当第３四半期連結累計期間において売

上高は、3,153百万円（前年同期比 1.1%増）、コンサルティングサービスの売上高は、84百万円（同 4.7%減）、

システムソリューションサービスの売上高は、363百万円（同 17.3%増）となりました。インサイドセールス事業

全体では、当第３四半期連結累計期間における売上高は、3,601百万円（同 2.4%増）、セグメント利益については

428百万円（同 6.1%減）となりました。

※「CRM」：Customer Relationship Managementの略。企業内でその顧客の属性やコンタクト履歴を記録・管理す

ることにより、それぞれの顧客に応じた対応を可能にし、顧客満足度を向上させる取り組みを行うた

めの情報システムを指します。

（研修事業）

当社グループの研修事業が属する企業向け研修市場は、DX推進リーダー人材を対象とした研修や、現有社員の能

力向上及び、生産性向上・業務効率向上を目指すリスキリング強化研修等の需要があるため、研修事業において、

教育コンテンツ等の充実、人材コンサルティングの提供、人材育成プラットフォームの仕組みを提供し、人材育成

トータル支援を行い、他社との差別化を図りビジネスを拡大させております。

このような環境のもと、当社グループの研修事業の当第３四半期連結累計期間における売上高は、1,779百万円

（前年同期比 8.8%増）となり、セグメント利益については260百万円（同 14.5%減）となりました。
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当第３四半期

連結累計期間

前年同期

累計期間
増減

金額

（百万円）

構成比

（％）

金額

（百万円）

構成比

（％）

金額

（百万円）

増減率

（％）

   ア ウ ト ソ ー シ ン グ サ ー ビ ス 3,153 58.6 3,118 60.6 35 1.1

   コ ン サ ル テ ィ ン グ サ ー ビ ス 84 1.6 88 1.7 △4 △4.7

   システムソリューションサービス 363 6.8 309 6.0 53 17.3

イ ン サ イ ド セ ー ル ス 事 業  計 3,601 66.9 3,516 68.3 84 2.4

研 修 事 業  計 1,779 33.1 1,635 31.7 144 8.8

合 計 5,381 100.0 5,152 100.0 228 4.4

当第３四半期連結累計期間のセグメント別売上高は次のとおりであります。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第３四半期連結会計期間末における流動資産は3,837百万円となり、前連結会計年度末に比べ375百万円の増加

となりました。これは主に、現金及び預金が350百万円増加したこと、売掛金及び契約資産が42百万円増加したこ

とを要因としたものであります。

当第３四半期連結会計期間末における固定資産は1,086百万円となり、前連結会計年度末に比べ97百万円の減少

となりました。これは主に、有形固定資産が20百万円減少したこと、無形固定資産が78百万円減少したことを要因

としたものであります。

これらの結果、総資産は4,924百万円となり、前連結会計年度末の4,646百万円から277百万円の増加となりまし

た。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末における流動負債は939百万円となり、前連結会計年度末に比べ146百万円の減少と

なりました。これは主に、１年内返済予定の長期借入金が58百万円減少したこと、賞与引当金が105百万円減少し

たことを要因としたものであります。

当第３四半期連結会計期間末における固定負債は7百万円となり、前連結会計年度末に比べ14百万円の減少とな

りました。これは主に、長期借入金が16百万円減少したことを要因としたものであります。

これらの結果、負債合計は946百万円となり、前連結会計年度末の1,107百万円から161百万円の減少となりまし

た。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産は3,977百万円となり、前連結会計年度末の3,539百万円から438百

万円の増加となりました。これは主に、当第３四半期連結累計期間に親会社株主に帰属する四半期純利益460百万

円を計上したことにより利益剰余金が460百万円増加したことを要因としたものであります。

この結果、自己資本比率は80.8%（前連結会計年度末は76.2%）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当事業年度の業績につきましては、2023年２月13日の「2022年12月期 決算短信」で公表いたしました通期業績 

予想に現時点では変更ありません。現時点において、新型コロナウイルス感染拡大による影響が2022年12月期以降 

も継続すると仮定した当社グループの事業及び業績予想への影響は軽微であるとみております。その影響は、引き 

続き注視し、今後業績予想を修正する必要が生じた場合には、速やかに開示いたします。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,188,774 2,539,641

売掛金及び契約資産 1,056,844 1,099,240

仕掛品 64,179 9,022

貯蔵品 3,539 4,596

その他 149,569 185,405

流動資産合計 3,462,906 3,837,906

固定資産

有形固定資産 397,679 377,204

無形固定資産

ソフトウエア 417,356 354,285

のれん 16,262 6,505

その他 60,272 54,436

無形固定資産合計 493,891 415,227

投資その他の資産

その他 292,912 294,767

貸倒引当金 △720 △720

投資その他の資産合計 292,191 294,046

固定資産合計 1,183,762 1,086,479

資産合計 4,646,669 4,924,385

負債の部

流動負債

買掛金 147,756 148,414

１年内返済予定の長期借入金 100,012 41,709

未払法人税等 166,502 115,444

賞与引当金 265,154 159,234

役員賞与引当金 34,104 12,226

その他 372,506 462,213

流動負債合計 1,086,036 939,242

固定負債

長期借入金 16,685 －

その他 4,781 7,185

固定負債合計 21,466 7,185

負債合計 1,107,502 946,427

純資産の部

株主資本

資本金 544,804 552,000

資本剰余金 416,589 423,744

利益剰余金 2,581,092 3,041,620

自己株式 △851 △37,398

株主資本合計 3,541,634 3,979,968

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △2,468 △2,010

その他の包括利益累計額合計 △2,468 △2,010

純資産合計 3,539,166 3,977,958

負債純資産合計 4,646,669 4,924,385

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年９月30日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2023年１月１日
　至　2023年９月30日)

売上高 5,152,285 5,381,030

売上原価 3,475,184 3,662,077

売上総利益 1,677,101 1,718,952

販売費及び一般管理費 917,461 1,030,214

営業利益 759,639 688,738

営業外収益

受取利息 14 20

受取配当金 150 150

従業員負担金 114 494

助成金収入 5,073 2,097

その他 809 907

営業外収益合計 6,162 3,669

営業外費用

支払利息 1,101 594

為替差損 1,144 440

その他 1 136

営業外費用合計 2,247 1,172

経常利益 763,554 691,235

税金等調整前四半期純利益 763,554 691,235

法人税等 245,125 230,706

四半期純利益 518,429 460,528

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 518,429 460,528

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年９月30日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2023年１月１日
　至　2023年９月30日)

四半期純利益 518,429 460,528

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 187 457

その他の包括利益合計 187 457

四半期包括利益 518,616 460,986

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 518,616 460,986

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　　　　当社は、2023年８月14日開催の取締役会決議に基づき、自己株式20,000株の取得を行いました。

　　　　この結果、当第３四半期連結累計期間において、自己株式が36,546千円増加し、当第３四半期連結会計期間末に

　　　おいて自己株式が37,398千円となっております。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日　企業会計基準委員会。 

以下「時価算定会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針 

第27-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用 

することといたしました。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額

（注）２
四半期連結損益計算
書計上額（注）３インサイド

セールス事業
研修事業 合計

売上高

（財又はサービス種類別）

アウトソーシング 3,118,211 － 3,118,211 － 3,118,211

コンサルティング 88,415 － 88,415 － 88,415

システムソリューション 309,915 － 309,915 － 309,915

研修 － 1,635,743 1,635,743 － 1,635,743

顧客との契約から生じる収益 3,516,541 1,635,743 5,152,285 － 5,152,285

外部顧客への売上高 3,516,541 1,635,743 5,152,285 － 5,152,285

セグメント間の内部売上高又は

振替高
11,380 5,415 16,795 △16,795 －

計 3,527,921 1,641,158 5,169,080 △16,795 5,152,285

セグメント利益 455,873 304,484 760,357 △718 759,639

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2022年１月１日　至　2022年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．収益の分解情報は、主要なサービスに区分して記載しております。

２．調整額はセグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額

（注）２
四半期連結損益計算
書計上額（注）３インサイド

セールス事業
研修事業 合計

売上高

（財又はサービス種類別）

アウトソーシング 3,153,467 － 3,153,467 － 3,153,467

コンサルティング 84,249 － 84,249 － 84,249

システムソリューション 363,450 － 363,450 － 363,450

研修 － 1,779,862 1,779,862 － 1,779,862

顧客との契約から生じる収益 3,601,168 1,779,862 5,381,030 － 5,381,030

外部顧客への売上高 3,601,168 1,779,862 5,381,030 － 5,381,030

セグメント間の内部売上高又は

振替高
8,718 5,696 14,414 △14,414 －

計 3,609,886 1,785,558 5,395,445 △14,414 5,381,030

セグメント利益 428,274 260,218 688,493 244 688,738

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2023年１月１日　至　2023年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．収益の分解情報は、主要なサービスに区分して記載しております。

２．調整額はセグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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